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南前小屋地区が深谷市へ
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　3月 1日深谷市と太田市（群馬県）との境界が変わります

2010－❷－広報ふかや

このたびの境界変更は、群馬県尾島町
（現在の太田市）当時から、取り組んで
きたものでございます。日常生活におい
て、児童・生徒が本市の小・中学校に通
うなど、生活圏が本市側であった南前小
屋地区の地元住民のかたがたの総意によ
る願いに端を発し、地元ならびにさまざ
まな関係機関などのご協力の下、多岐に
わたる調整を経て、正式決定に至ったも
のであります。
関係者の皆様に、この場をお借りしま
して深く感謝申し上げます。
引き続き、境界変更後の住民生活に支
障を来さぬよう、これまで重ねてまいり
ました行政サービスの移行作業などにつ
いて、万全を期してまいります。

深谷市長　新井家光

埼玉県深谷市
南前小屋地区

  群馬県
  太田市へ

区 分 深谷市へ
編入

太田市へ
編入 増    減

面 積 約 119.6ha 約 36.2ha 約 83.4ha

人 口 140 人 0人 140 人

世 帯 38 世帯 0世帯 38世帯

面積・人口など（平成21年 6月 1日現在）

境
界
変
更
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

年
　
　
月

で
　
き
　
ご
　
と

平
成
18
年
７
月
群
馬
県
太
田
市
南
前
小
屋
地
区
住
民
が
深
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繰
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９
６
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南前小屋地区から撮影 小山川橋から撮影（深谷市側）

ようこそ深谷市へ♪

【
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

境
界
変
更
対
象
地
域
の
不
動
産

登
記
、
商
業
法
人
登
記
事
務
の
取

り
扱
う
法
務
局
に
つ
い
て

■
3
月
1
日
㈪
〜
6
月
4
日
㈮

不動産登記事務 商業法人登記事務

境界変更により埼玉県
深谷市前小屋、二ツ小
屋となる地域（旧群馬
県太田市前小屋町、二
ツ小屋町の一部）

さいたま地方法務局
熊谷支局

境界変更により群馬県
太田市大舘町となる地
域（旧埼玉県深谷市高
島の一部）

前橋地方法務局
太田支局

前橋地方法務局
法人登記部門

■
6
月
7
日
㈪
〜

不動産登記事務 商業法人登記事務

境界変更により埼玉県
深谷市前小屋、二ツ小
屋となる地域（旧群馬
県太田市前小屋町、二
ツ小屋町の一部）

前橋地方法務局
太田支局

前橋地方法務局
法人登記部門

境界変更により群馬県
太田市大舘町となる地
域（旧埼玉県深谷市高
島の一部）

さいたま地方法務局
熊谷支局
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　1月 7日、利根川の南側に位置する群馬県太田市の南前小屋地区が深谷市となり、利根川の北側
に位置する深谷市高島の一部が群馬県太田市となることが、総務大臣によって官報に告示され、3
月 1日に深谷市と太田市との境界が、正式に変わります。

熊谷市

行田市

本庄市

深谷市
美里町

寄居町

深谷市高島の一部が群馬県
太田市へ

群馬県太田市南前小屋地区
が深谷市へ

南
前
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現
在
の
住
所
表
示
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群
馬
県
太
田
市
前ま

え

小ご

屋や

町
」

「
群
馬
県
太
田
市
二ふ

た

ツつ

小ご

屋や

町
」
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■
新
し
い
住
所
表
示

「
埼
玉
県
深
谷
市
前ま

え

小ご

屋や

」

「
埼
玉
県
深
谷
市
二ふ

た

ツつ

小ご

屋や

」

群馬県太田市


